
一般社団法人 西日本プラスチック製品工業協会 

第 555回 理 事 会 議 事 録 
 

1.日時  2024年 1月 10日（水） 15時～15時 40分 

2.場所  シティプラザ大阪 3階 コッツウォルズ（大阪市中央区大阪市中央区本町橋 2-31） 

3.出席者 

理事 22名 

岩﨑、山田、小島、泉、平田、下、原（直）、吉本、岡田、阿部、池木、川崎、神末、生水口、高村、田中、 

原（伸）、松下、水田、山本、山佳、吉川 

監事 1名 

林田 

事務局 1名 

大野 

 

＜議事＞ 

理事会議事に先立ち、会長より能登半島地震の犠牲者への黙祷が行われた。挨拶として、「本日の年始会で改

めて挨拶をする予定である。来る大阪関西万博は、プラスチックの在り方を問われる機会である。西プラはバイオプ

ラスチック特別部会や OBPNでの活動を活発に実施しており、今後も継続予定。本日も有意義な審議をお願いし

たい。」と挨拶。 

 

理事会議事に先立ち、議長は会長があたることとした。議長より議決権を確認し、出席理事 22 名により、定款第

34条に該当することを報告。議事録署名人は、議長が署名捺印することを報告し、議案の審議に入った。 

 

＜確認事項＞ 

議長より、第 554回 理事会議事録を確認。 

 

＜報告事項＞ 

(1)運営会議報告 

専務理事より報告。 

第 250回 1月 10日、シティプラザ大阪 9名。理事会議題、年始会について確認。 

 

(2)支部会報告 

阿部支部長より報告。 

第 180回東大阪支部会 12月 20日 若葉 22名 

 

(3)委員会報告 

 ①第 6回経営委員会 12月 14日 四ツ橋セントラルビル会議室 6名 

専務理事より報告。 

1．展示会出展支援 

「IPF JAPAN 2023」について、出展者は 853社・2572小間で前回（2017年）よりも増加。一方、5日間合計

の来場者数は 38,436人と前回（2017年）より約 5,000人減少と報告。 

支援対象の 5社に対して出展者アンケートを実施中。 

  2．業界視察（国内） 

事務局より前委員会にて候補に挙がった目的地についてリサーチした結果を報告。 

・リサイクル関係：静岡県御前崎市に新たに稼働を開始した国内最大級のプラスチックリサイクル工場に打

診。同業者は断るとの条件付視察を了解。 

・トヨタ式研修を再び：2023年度実施の場合、3月 26日（火）・27日（水）しか候補がないこと等から、審議

の結果、2024年度以降の実施とした。 

  3．ビジネスマッチング 

これまで掲示板の活用方法について審議してきたが、開設後 5年経っても活用の兆しが見えず当掲示板

を活用してのビジネスマッチングは難しいとの結論に至った。一方で、新たなビジネスマッチングの方法を探る

ため、他団体の状況を事務局で調査し、結果を今委員会にて報告する事としていた。 
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類似掲示板の利用状況についてリサーチの結果、最近では月に数件問い合わせがあるかどうかとの事で、

活用されているとは言い難いとの事で、大規模なマッチングサイトではない限りネット上だけでビジネスマッチ

ングを促進する事は難しく思われると報告。 

  4．講座の企画：経営に役立つ講座 

委員長の専決にて、2月 15日にオンラインセミナーとして「省エネの進め方と省エネ診断事例について

（仮）」を開催することを報告。セミナーでは、会員企業の省エネ診断事例等を説明。近畿経済産業局及び省

エネルギーセンターからも講演実施。 

 

②第 7回検定委員会 12月 18日 （地独）大阪産業技術研究所 19名 

専務理事より報告。 

令和 5年度後期技能検定試験 実施内容と採点に関する注意点について報告、審議。 

 

③第 2回理事・監事候補者選考委員会 1月 10日 シティプラザ大阪 7名 

吉本総務部長より報告。 

選定理事、互選理事の状況、理事候補者名簿の作成等について審議。 

 

 (4)事務局報告 

事務局より報告。 

①各種変更（順不同、敬称略） 

社名 
種別 

支部 

変更内容 

変更事項 旧 新 

株式会社永田化学工業所 八尾 
代表者 

永田 勇 永田 京弘 
会員代表者 

ＡＳＧベトナム技術有限会社 賛助 協会入会   

サカエ株式会社 東大阪 会員代表者 松岡 隆永 松岡 成 

髙六商事株式会社 賛助 代表者 髙橋 俊策 村田 敏 

株式会社吉野工業所 北摂 協会退会   

株式会社永田化学工業所 八尾 E-MAIL i-nagata@nagatakagaku.com t-nagata@nagatakagaku.com 

マルイチエクソム株式会社 北摂 

代表者 
新谷 幹夫 熊 鍵 

会員代表者 

E-MAIL niiya@maruitixsomm.co.jp kuma@maruitixsomm.co.jp 

 

②会員数 

種別 2023年 12月 31日現在 2023年 3月末 2022年 3月末 

正会員 294 299 303 

賛助会員 116 113 118 

合計 410 412 421 

 

③技能検定試験 

・技能検定 射出成形機械説明会 訓練センター 1・2級 12月 13日～14日 34名 

・射出成形 随時 2級 12月 13日 2名 

・射出成形 訓練センター 3級 12月 19日～20日 20名 

    2級 12月 21日～26日 18名 

 

④関係団体活動 

・西日本プラスチック JP会 

 忘年会 ニューミュンヘン南大使館 12月 21日 26名 

 

⑤行事予定 

1月 12日～19日 令和 5年後期技能検定 射出成形作業 実技試験（2級）  

1月 22日～23日 第 48期管理技術者養成通信教育講座（管理者）スクーリング 

1月 23日～2月 2日 令和 5年後期技能検定 射出成形作業 実技試験（1級）  



 

 

 

(5)退会会員報告 

事務局より報告。 

株式会社吉野工業所（北摂支部） 

退会理由：全国 22工場で各団体に所属していることから、一度整理したいという会社方針のため。 

 

(6)協賛依頼報告 

事務局より報告。 

内容を確認し、情報の偏りなどないことを検討した上で、以下の企画について協賛を実施。 

 ・Nanocellulose Symposium final／第 517 回生存圏シンポジウム 

   開催日：2月 27日 

   主催：京都大学生存圏研究所 バイオナノマテリアル共同研究拠点（経済産業省 J イノベ拠点） 

（https://www.rish.kyoto-u.ac.jp/bionanomat/） 

共催：近畿経済産業局、地方独立行政法人京都市産業技術研究所、環境省ナノセルロースプロモーショ

ン事業、ナノセルロースジャパン Nanocellulose Symposium final／第 517 回生存圏シンポジウム（地独）京都

市産業技術研究所、京都合成樹脂研究会 

 

＜審議事項＞ 

(1)入会について 

事務局より説明。全員これを承認。 

 ・株式会社川村工業（奈良支部） 

代表者   川村 淳嘉 

会員代表者   川村 淳嘉 

所在地   奈良県五條市西吉野町阪巻 217 

従業員数   12名 

取扱品目・業種  日用品、電子部品 

1月 25日～26日 第 48期管理技術者養成通信教育講座（監督者）スクーリング 

1月 26日 全日本プラスチック製品工業連合会 第 198回理事会、賀詞交歓会 

1月 31日～2月 2日 NCJ展示会 

2月 1日～4日 JP会海外研修 

2月 1日 プラスチックスクール 3学期第 1回講義 

2月 6日 第 7回経営委員会 

2月 7日 第 7回人材委員会 

2月 8日 第 48期管理技術者養成講座 管理者コース 修了試験 

2月 9日 第 48期管理技術者養成講座 監督者コース 修了試験 

2月 9日 第 9回検定委員会 

2月 13日～14日 射出成形随時 2級 機械取扱講座 

2月 14日 射出成形随時 2級 実技試験 

2月 14日 第 12回情報委員会 

2月 15日 省エネセミナー 

2月 16日 第 195回兵庫支部会 

2月 19日～21日 第 49期プラスチック成形 2級技能士コース スクーリング 

2月 22日 OBPN 展示商談会・セミナー 

2月 26日～29日 第 6期プラスチック成形 1級技能士コース スクーリング 

3月 1日 第 6期プラスチック成形 1級技能士コース 修了試験 

3月 5日 プラスチックスクール 3学期第 2回講義 

3月 6日～8日 成形現場の為の射出成形用金型（メンテナンス）実技講座 

3月 8日 
第 48回西日本団体会員代表者懇談会 

並びに第 46回工業技術センター・研究所プラスチック担当者懇談会 

3月 12日 第 556回理事会 



 

 

入会理由   販路拡大、人脈構築 

・新濤和産業株式会社（奈良支部） 

代表者   王 洪涛 

会員代表者   王 洪涛 

所在地   奈良県五條市住川町 1194-2 

従業員数   10名 

取扱品目・業種  プラスチック加工、貿易、非鉄金属・鉄、ダイソー・セリア商品 

入会理由   販路拡大・人脈構築 

・株式会社松村製作所（京滋支部） 

代表者   田中 郁生 

会員代表者   田中 郁生 

所在地   京都府宇治市槇島町十一 91 

従業員数   28名 

取扱品目・業種  プラスチック用金型設計、製作、成形 

入会理由   協会会員からの紹介 

 

(2)依頼試験、設備使用及び講師派遣について 

専務理事より説明。全員これを承認。 

インボイス制度の施行に合わせ、技術振興事業として実施する依頼試験、設備使用、講師派遣について、適格

請求書発行事業者として、税込価格での案内を税抜価格表記に変更したい。それに伴い、2024年 1月 10日以

降の請求分より、資料の通り価格改定したい。 

 

(3)その他 

・能登半島地震義援金について 

専務理事より説明。全員これを承認。 

1月 1日に発生した能登半島地震による被害者への支援として、賛同する企業から 1社あたり 1万円の義援金

を募集し、日本赤十字社を通じて寄付したい。これまでに同様の義援金募集を実施した例としては、東日本大震

災、熊本地震があった。金融機関に事前相談したところ、 

・振込手数料が必要となる可能性がある 

・募集開始まで最大 2週間程度要する 

等の状況ではあるが、概ね同じように義援金として集めることができることを確認済み。 

 

出席監事のうち、林田監事に意見を求めたところ、以下の通り。 

 「年始早々お忙しいところ本日の理事会に参集いただき感謝申し上げる。企業経営にリスクはつきものであるが、

想定外のことに対応し、何か起こった場合は対応後に適宜見直しを図ることが重要である。理事の皆様には、会員

数が減少していることから、各支部会などでも働きかけて勧誘をお願いしたい。」 

 

第 555回理事会の閉会を宣した。 

以上 

 

 

 

2024年 1月 10日 

 

上記の通り相違ありません。 

 

議    長     岩 﨑   会 長                        ㊞ 

 

 

 

   林 田   監 事                        ㊞ 

 

 



【会情報】 

 

 

 

2024年 1月 10日(水)、シティプラザ大阪において西日本プラスチック業界年始会を開

催し、166名の方々にご参加いただきました。 

 

新 春 講 演 会  

『今後の世界の経済・投資・経営環境について 

～地政的「チャンス」と物価正常化で日本経済再生へ～』 

と題して、りそなアセットマネジメント(株) チーフ・ス

トラテジスト、チーフ・エコノミストの黒瀬 浩一氏を講

師に招き、講演いただきました。 

 

年 始 互 礼 会  

吉本総務部長による司会の下、 

国歌斉唱の後に岩﨑会長が挨拶を行いました。 

来賓のご挨拶を、近畿経済産業局 産業部 部長  

細川 洋一様、大阪府商工労働部 中小企業支援室  

ものづくり支援課 課長補佐 岡 正人様から頂戴しまし

た。 

 

 

 

 

 

講師：黒瀬 浩一氏 
 

岩﨑会長による挨拶 
 

細川様による祝辞 岡様による祝辞 
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続いて、全日本プラスチック製品工業連合会  

会長 大野 泰昭様の乾杯のご発声により祝宴にうつりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

毎年恒例の福引抽選会は 

抽選・プレゼンターを小島副会長と泉副会長が行い、大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田副会長による中締め挨拶で、 

盛会裡のうちに閉宴いたしました。 

 

大野様による乾杯 
 

福引抽選会 
 

山田副会長による中締

め 
 

年始互礼会の様子 
 



【会情報】 

 西日本プラスチック支部会だより  
 

今回開催した支部会では、2024年業界年始会、収支状況、大阪バイオプラスチックビジネ

ス推進ネットワーク等について報告・お知らせをいたしました。 

 

 

2023年 12月 20日(水)18時 00分～20時 30分、第 180回西日本プラスチック東大阪支部

会を『料亭 若葉』にて、参加者 22名により開催いたしました。 

支部会出席者一覧（順不同/敬称略） 

 

 

今支部会は、落語鑑賞より開始いた

しました。話し手には桂 文太 氏

（紫野高校卒 上方落語協会会員、京

都府京都市出身。受賞歴：昭和 62年

NHK新人演芸コンクール最優秀新人賞

受賞）を招き、プロによる落語をお楽しみいただきました。 

 

 

阿部支部長(ベス工業㈱)による支部会開催の挨拶、泉副支部長による乾杯の発声により懇

親会を開始し、初参加の方より自己紹介、事務局報告をおこないました。 

役員改選について、次年度は任期満了に伴う役員改選に当たり、次年度役員への立候補を

希望される方の確認をしましたが、立候補者がおられなかった為、理事の選出は支部長へ一

任頂く事を提案し、皆様より承認頂きました。 

東大阪支部会は約 1年ぶりであった事もあり、阪口 陽亮様(㈱阪口製作所)による中締め

にて懇親会は盛会裏の内に終了致しました。 

会社名 氏名 会社名 氏名 

ベス工業㈱ 阿部 浩一(支部長) ㈱泉製作所 泉 夏樹(副支部長) 

㈱酒井製作所 酒井 賢一 東新化学㈱ 大川 博資 

㈱セミー工業 黒田 真二 ナカヤ化学産業㈱ 中谷 至孝 

㈱玉川化学工業所 玉川 泰慶 マコト化成㈱ 清水 宗 

双栄工業㈱ 金田 悠也 ㈱I・T・W 泉 敦 

㈱河島製作所 帖地 大輔 ㈱クニムネ 国宗 範彰 

㈱上山製作所 上山 哲生 サカエ㈱ 松岡 成 

㈱阪口製作所 阪口 陽亮 ㈱昭栄精化工業 髙槻 箕弘(初参加) 

山本光学㈱ 石浦 保(初参加) 大景化学㈱ 西 賢二 

㈱ヤマキ合成 木下 晴行 ㈱四国 仲谷 常克 

㈲興永商事 立岩 正勝 インテコ㈱ 城戸 直道 

西日本プラスチック東大阪支部会 

落語鑑賞 

会議・懇親会 
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2024年 2月 16日(金)17時 30分～19時 30分、第 195回西日本プラスチック兵庫支部会

を、佐々副支部長が会長を務める兵庫県プラスチック工業会 例会と合同で、チャイニーズ

ガーデンレストラン 深記にて参加者 6名により開催いたしました。 

支部会出席者一覧（順不同/敬称略） 

 

 

 

 

佐々副支部長より、『本日は木村支部長がオーナーを務める深記にて開催させていただ

き感謝しております。残念ながら本日は参加者が少なく、寂しく感じます。先日発生した

能登半島地震に兵庫県プラスチック工業会として寄付をさせていただきましたので、ご報

告いたします。プラスチック業界はアメリカ・ヨーロッパの経済停滞が中国にも波及し、

年内は厳しい状況が続く見通しです。』と挨拶がありました。 

 

 

 

懇親会は、佐々副支部長の乾杯により開宴しました。 

参加者による現況報告では、自社の動向や設備などについて意見交換が行われ、水田副支

部長の中締めで盛会裡に終わりました。 

会社名 氏名 会社名 氏名 

東洋ライト㈱ 佐々 愼司(副支部長) アスカカンパニー㈱ 小林 孝洋 

㈱水田製作所 水田 潤(副支部長) ㈱栄光化学工業所 橋本 憲明 

明石プラスチック工業㈱ 生水口 高志(副支部長) 東洋機械金属㈱ 草別 建一 

西日本プラスチック兵庫支部会 

会  議 

懇 親 会 
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（１）序 
 

昨年の定時総会においてスローガン『プラスチック素材の優位性に着目し、成形加工技術

の新規性・独創性を駆使し、新しい価値共有ができる社会の実現を目指そう』を掲げて 1 年が

経過しました。 

木や金属と比較した場合のプラスチック素材の優位性と、多くの分野で他素材からの転換

が継続して行われていることは皆様も既にご存じの通りですが、2050 年カーボンニュートラル

宣言に向けての検討事項として、プラスチック素材の生産に化石燃料を必要とすることから環

境負荷を低減するために、さらなる技術開発や規制の強化がプラスチック製品製造業にも求

められています。 

プラスチックの地位向上のために我々の業界を挙げて為すべきことの一つであると考える、

バイオプラスチックの利活用については、今年度より西プラを挙げて知識を深める機会を提

供するため、『大阪バイオプラスチックビジネス推進ネットワーク（略称 OBPN）』を設立、運営

いたします。バイオプラスチックに関する正しい情報や経験を得て、バイオプラスチック製品の

社会実装へと取り組んでいただけるよう活動して参りますので、会員企業の皆様におかれまし

ても、積極的なご参加を是非ご検討ください。 

さらに、バイオプラスチックに関する一般消費者へのご紹介の場として、2025 年大阪・関西

万博会場 大阪ヘルスケアパビリオン内 中小企業・スタートアップ等の出展エリアでの「リボ

ーンチャレンジ」において、『バイオプラスチックで REBORN』のテーマで 1 週間の出展を当

協会が支援することとなりました。今年度からは、出展企業によって、万博の晴れの舞台に展

示する製品の本格的な作製が始まります。 

我々プラスチック製品製造業を取り巻く経営環境の厳しさにより、これまで通りの企業活動

から否応なしに変化への対応力を要求される状況ですが、新しい価値共有に向けて大きな

一歩を踏み出す一年として、当協会事業を是非ご利用ください。 

３. 2024 年度 事業計画 
 

自 2024 年 4 月 1 日 

至 2025 年 3 月 31 日  

 

（１）    序 

（２）基 本 方 針 

（３）事 業 実 施 計 画 

№4 
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（２）基本方針 

１．運営目標 
協会はそれ自体を目的とするのではなく、会員企業との連携・連帯のもと実施する事

業を通じてプラスチック製品製造業の健全な発展を図り、以ってわが国経済の発展に

寄与することを通じた社会貢献を目的とする。 
２．事業方針 
協会事業は、会員個々での実施が困難な事項や、協会で実施することによって経済的、

効率的となる事業をもって、業界の共通課題を解決することにより、会員個々に貢献す

るとともに、協会会員の利益に資する事業を実施する。 
３．会員の役割 
会員は、事業に奉仕するという社会的立場に立ち、企業の社会的責任を果たすため、

協会事業に協力参加する。また、会員は、常に意見意向を表明し、活動拠点としての協

会事業に協力参加する。 
４．業務の分掌 
 協会事業を積極的かつ強力に遂行するためには、会員の協力一致が肝要であり、組織

的、統一的な活動のもとに諸問題の実際的な解決を図り、効果的に目的達成を図るため

に、役員並びに会員がそれぞれ会務を分掌分担して、責任と自覚をもって担当業務を推

進する。 
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（３）事業実施計画 

 
 総務部、事業部並びに製品別部会相互の緊密な連携による意思疎通を図り、業界並び

に会員企業の当面する諸問題の解決並びに発展を促進する課題の充足等に必要な活動

を実施する。 

 

《支部会との連携・事業支援》 
支部会は協会正会員を中心とした地域ごとの自治的組織であり、その目的として、

会員相互の親睦を図り、協会事業の円滑な運営に寄与することを掲げていることか

ら、支部会活動への事務的支援を行いながら、協会事業への協力、参加を求めるとと

もに、協会理事会等における支部会開催経過報告等を通じて、協会事業の活性化につ

なげることとする。 

 
《総務部》 

総会、役員会をはじめ、会の運営にかかわる業務、その他の諸事業を担当。 
・予算の作成・執行管理 
・決算書の作成 
・定款・諸規程の管理 

・業界年始会の企画、実施（2025 年 1 月 15 日 シティプラザ大阪） 

・関連業界懇談会の企画、実施（2024 年 9 月 6 日 シティプラザ大阪） 

 
《事業部》 

課題解決のための支援活動の実施と会員の要望に基づく事業の企画と実施。 

 

委員会 事業目的 主な事業活動 

経営委員会 

・経営諸課題への取り組み 

・業界動向調査 

・企業 PR 

・ビジネスマッチング 

・経営に役立つ講座 

・景況感調査 

・業界視察（国内） 

・展示会出展支援 

・西プラ HP や外部マッチングサイト等を活用した企業 PR 

情報委員会 
・有益情報の提供 

・協会活動の普及 

・会報の編集･発行 

・プラスチック手帳の編集･発行 

・講座・講習会の開催 

・メール登録会員へ有益情報提供 

・西プラネット更新に向けての検討 

・海外業界視察に向けての検討 

人材委員会 

・人材育成への取組み 

・技能者の育成 

・プラスチックに関する正しい知

識の普及 

・プラスチック業界に対する認

知度の向上 

・各種講座・講習会の実施 

・技能実習生に関する勉強会の実施 

・業界 PR 動画の作成 
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《検定委員会》 
技能検定実技試験に関する業務全般を担当。 

 
《部会事業》 

必要不可欠である部会の機能（受注型企業の共通課題の受け皿、経営者に限らず、

実務的な課題が共有できる場）を、多様な取引形態をもつ会員企業の団体として発展

的変化の方向性を検討するため、生活用品部会と、容器包装・工業用品部会を実施。 

また、IoT 特別部会においては、プラスチック企業における成形条件情報の共通

化及びシステムオープン化実証事業（経済産業省による IoT 推進のための社会シス

テム推進事業）成果物の普及に取り組む。 

バイオプラスチック特別部会においては、 

・2025 年大阪・関西万博 大阪ヘルスケアパビリオン内に設けられる「展示・出展

ゾーン」において、万博への参加をめざすベンチャー企業、中小企業、スタートア

ップ等（以下「中小企業・スタートアップ」という。）の支援事業企画（以下「リボ

ーンチャレンジ」という。）として、【バイオプラスチックで REBORN】をテーマに実

施 

・脱炭素や海洋プラスチックごみ問題の解決に寄与する、バイオプラスチックに

関心を有する企業や大学等研究機関、行政等支援機関で構成される、大阪バイオプ

ラスチックビジネス推進ネットワーク（OBPN）を設立、運営 

 という、当業界におけるバイオプラスチックの地位向上に取り組む。 

 
《技術振興事業》 

①プラスチックの成形に関する技術の指導：成形・試作、設備利用対応 

②プラスチックの成形に関する技術情報の収集と提供 

③プラスチックの成形品の安全性に関する研究・試験・分析 

 

《その他の会議等》 
①全日本プラスチック製品工業連合会への参画 

②西日本団体会員代表者懇談会並びに各府県工業技術センター・研究所プラスチ

ック担当者会議の開催 

 

《その他の事業・業務等》 
①指導・相談業務 

②労働保険事務組合 

③セミナー・講習会の随時企画 

④青年経営研究会（JP 会）、P.G.A 会との連携 

⑤その他、本会の目的達成に必要な事業

事業目的 主な事業活動 

・技能検定実技試験の運営 
・技能検定実技試験の実施 

・技能実習生に対する技能検定実技試験の実施 
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４．2024 年度 収支予算 
（自 2024 年 4 月 1 日 ～ 至 2025 年 3 月 31 日） 

 
 

 （単位：円） 

 

2024年度予算 2023年度決算見込 2023年度予算 増減

Ⅰ．事業活動収支の部

事業活動収入
会費収入 38,000,000 37,572,600 39,900,000 -1,900,000

会費収入 35,000,000 35,206,900 36,600,000 -1,600,000

正会員会費収入 26,740,000 26,911,900 28,000,000 -1,260,000

賛助会員会費収入 7,860,000 7,840,000 8,200,000 -340,000

入会金収入 400,000 455,000 400,000 0

臨時会費収入 3,000,000 2,365,700 3,300,000 -300,000

年始会会費収入 1,400,000 1,320,000 1,500,000 -100,000

関連業界懇談会会費収入 400,000 166,000 500,000 -100,000

その他の会費収入 1,200,000 879,700 1,300,000 -100,000

事業収入 45,430,000 49,577,489 31,390,000 14,040,000

経営事業収入 1,150,000 130,000 920,000 230,000

セミナー等受講料収入 20,000 0 20,000 0

展示会出展支援事業負担金収入 250,000 130,000 150,000 100,000

業界視察（国内）事業費用収入 880,000 0 750,000 130,000

情報事業収入 4,310,000 4,325,090 4,310,000 0

セミナー等受講料収入 10,000 0 10,000 0

会報広告料収入 2,000,000 2,042,700 1,900,000 100,000

手帳販売収入 2,300,000 2,282,390 2,400,000 -100,000

その他の収入 0 0 0

人材事業収入 10,200,000 11,145,365 10,800,000 -600,000

セミナー等受講料収入 50,000 39,600 100,000 -50,000

定形講座受講料収入 1,650,000 1,701,700 1,650,000 0

認定通信教育講座受講料収入 2,500,000 2,657,600 2,900,000 -400,000

プラスチックスクール受講料収入 900,000 1,142,240 900,000 0

実技講座受講料収入 1,500,000 1,529,550 1,700,000 -200,000

機械取扱講座受講料収入 3,300,000 3,769,425 3,200,000 100,000

技能検定プラスチック成形学科講座受講料収入 300,000 305,250 350,000 -50,000

検定事業収入 7,650,000 10,116,954 9,950,000 -2,300,000

事務代行手数料収入 1,950,000 1,859,764 2,500,000 -550,000

設備協力金収入 4,200,000 4,131,600 4,200,000 0

その他の検定収益 500,000 3,026,250 2,300,000 -1,800,000

検定材料収益 1,000,000 1,099,340 950,000 50,000

部会事業収入 18,450,000 20,235,680 370,000 18,080,000

生活用品部会収入 50,000 0 20,000 30,000

容器包装・工業用品部会収入 50,000 0 50,000 0

IoT特別部会収入 300,000 185,680 300,000 0

バイオプラスチック特別部会収入 50,000 50,000 0 50,000

OBPN事業収入 18,000,000 20,000,000 18,000,000

技術振興事業収入 3,020,000 2,965,000 4,330,000 -1,310,000

設備使用料収入 200,000 200,000 300,000 -100,000

物性試験手数料収入 1,300,000 1,300,000 1,500,000 -200,000

衛生試験手数料収入 800,000 800,000 1,800,000 -1,000,000

合格証明書発行手数料収入 20,000 15,000 30,000 -10,000

技術指導料収入 700,000 650,000 700,000 0

労働保険事務手数料収入 350,000 359,400 340,000 10,000

事務委託手数料収入 120,000 120,000 120,000 0

斡旋事業収入 180,000 180,000 250,000 -70,000

受取補助金 900,000 914,400 900,000 0

雑収入 410,000 620,000 370,000 40,000

事業活動収入合計 84,740,000 88,684,489 72,560,000 12,180,000

事業名等
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（単位：円） 

 

 

 

2024年度予算 2023年度決算見込 2023年度予算 増減

事業活動支出
事業支出 58,890,000 62,905,109 50,210,000 8,680,000

経営事業支出 2,830,000 1,370,000 2,600,000 230,000

会議・セミナー等費用支出 520,000 260,000 520,000 0

展示会出展支援事業費用支出 1,300,000 1,110,000 1,300,000 0

業界視察（国内）事業費用支出 910,000 0 780,000 130,000

ビジネスマッチング事業費用支出 100,000 0 100,000

情報事業支出 7,100,000 5,365,891 6,080,000 1,020,000

会議・セミナー等費用支出 800,000 430,339 830,000 -30,000

会報発行・発送費用支出 2,300,000 2,147,313 2,400,000 -100,000

手帳作成・発送費用支出 2,150,000 1,986,980 2,000,000 150,000

西プラネット　更新支出 1,000,000 0 0 1,000,000

その他情報事業支出 850,000 801,259 850,000 0

人材事業支出 4,470,000 4,284,905 4,140,000 330,000

会議・セミナー等費用支出 450,000 406,427 450,000 0

定形講座費用支出 850,000 808,897 820,000 30,000

認定通信教育講座費用支出 1,750,000 1,692,887 1,750,000 0

プラスチックスクール費用支出 550,000 536,272 450,000 100,000

実技講座費用支出 160,000 157,252 100,000 60,000

機械取扱講座費用支出 250,000 249,038 200,000 50,000

技能検定プラスチック成形学科講座費用支出 30,000 29,868 30,000 0

講師派遣補助金支出 30,000 24,500 20,000 10,000

その他人材事業支出 400,000 379,764 320,000 80,000

部会事業支出 7,200,000 16,515,000 1,750,000 5,450,000

生活用品部会支出 50,000 50,000 100,000 -50,000

容器包装・工業用品部会支出 50,000 50,000 100,000 -50,000

IoT特別部会支出 50,000 15,000 50,000 0

バイオプラスチック特別部会支出 50,000 1,400,000 1,500,000 -1,450,000

OBPN事業支出 7,000,000 15,000,000 0 7,000,000

技術振興事業支出 2,100,000 2,200,000 3,140,000 -1,040,000

外部依頼試験費 1,900,000 2,000,000 3,100,000 -1,200,000

技術振興費用その他 200,000 200,000 40,000 160,000

検定事業支出 4,100,000 4,245,740 3,150,000 950,000

協調促進事業支出 4,940,000 4,685,250 5,160,000 -220,000

業界年始会費用支出 2,530,000 1,947,910 2,600,000 -70,000

関連業界懇談会費用支出 1,410,000 1,738,632 1,560,000 -150,000

工業会等連携費用支出 250,000 260,000 250,000 0

団体代表者会議費用支出 700,000 700,000 700,000 0

団体事務局担当者会議費用支出 50,000 38,708 50,000 0

業界振興事業支出 300,000 300,000 200,000 100,000

組織拡大事業支出 50,000 46,000 50,000 0

事務代行費用支出 180,000 180,000 250,000 -70,000

斡旋事業費用支出 100,000 100,000 140,000 -40,000

事務所維持費用支出 1,770,000 1,762,320 1,750,000 20,000

訓練センター維持費用支出 2,150,000 2,136,678 2,100,000 50,000

旅費交通費支出 500,000 500,000 450,000 50,000

通信費支出 600,000 600,000 600,000 0

職員給与支出 12,500,000 11,145,918 11,300,000 1,200,000

手当及び賞与支出 8,000,000 7,467,407 7,350,000 650,000

事業名等
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（単位：円） 

 

    ※2024 年度予算として、万博関連事業引当金 200 万円を予定 

※支出予算総額の範囲内で科目に不足が出た場合には科目間流用を行う 

  

2024年度予算 2023年度決算見込 2023年度予算 増減

団体負担金支出 2,140,000 2,339,000 2,340,000 -200,000

連合会負担金支出 2,000,000 2,200,000 2,200,000 -200,000

その他会費支出 140,000 139,000 140,000 0

管理費支出 21,710,000 20,779,904 19,920,000 1,790,000

会議費支出 2,730,000 2,083,424 1,910,000 820,000

総会費支出 1,920,000 1,273,424 1,410,000 510,000

理事会会議費支出 600,000 600,000 400,000 200,000

その他の会議費支出 210,000 210,000 100,000 110,000

管理費支出 18,980,000 18,696,480 18,010,000 970,000

消耗品費支出 220,000 220,000 160,000 60,000

賃借料支出 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0

印刷費支出 20,000 20,000 60,000 -40,000

保険料支出 200,000 208,074 200,000 0

渉外費支出 100,000 100,000 150,000 -50,000

租税公課支出 1,500,000 1,540,000 1,500,000 0

役員給与支出 6,590,000 6,581,952 6,590,000 0

福利厚生費支出 6,000,000 5,726,454 5,000,000 1,000,000

雑支出 1,850,000 1,800,000 1,850,000 0

事業活動支出合計 82,740,000 86,024,013 72,470,000 10,270,000

2,000,000 2,660,476 90,000 1,910,000

2024年度予算 2023年度決算見込 2023年度予算 増減

Ⅱ．投資活動収支の部

投資活動収入 0 0 0 0

投資活動収入合計 0 0 0 0
投資活動支出 0 0 0 0

投資活動支出合計 0 0 0 0

0 0 0 0
Ⅲ．財務活動収支の部 0

財務活動収入 0 0 0 0

財務活動収入合計 0 0 0 0
財務活動支出 0 0 0 0

財務活動支出合計 0 0 0 0

0 0 0 0
Ⅳ．予備費支出

予備費支出 0 50,000 -50,000

2,000,000 2,660,476 40,000 1,960,000

投資活動収支差額

財務活動収支差額

当期収支差額

事業名等

事業活動収支差額

事業名等


